






研究目的 

既に報告したように,ラット胎仔副腎内総力テコラミン量は胎令とともに急増し，胎令末期

にはエピネフリン優位となること,および実験的子宮内発育障害胎仔では副腎総カテコラ

ミンの増加抑制とともにエピネフリン優位の傾向も抑制されることが認められている。 

このように胎児副腎髄質は胎児の発育・成長に併なって,そのカテコラミソ含量とともに,

構成・成分の変化が見られるが,その変化は胎児環境によっても大きく影響されるわけであ

る。 

したがってヒト胎児カテコラミン系の動態を検討することは胎児の maturation，distress

判定等の有力な胎児情報となる可能性を示唆するものである。そこで今回は妊娠各時期に

おけるヒト羊水,および新生児初回尿についてのカテコテミンおよびその metabolites を

測定し,臨床応用の可能性について検討した。 


